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イ語の hadat（語源は ）1）と，ギリシア語の聖書で ἁμαρτίαと訳され，もともと「正しい点を見
1） これは最もよく使われるヘブライ語の用語であるが，唯一のものではない。他の用語の情報については  TDNT I, 
p. 268を参照のこと。ギリシア語の用語に関して言えば，動詞の意味は「見落とす」で，それは比喩的な意味（誤
り）と同時に具体的な意味をもつ。古典ギリシア語では，（人間と神の関係に言及することなく）道徳的，社会的
文脈で「裏切」や「有罪」という意味を表す。 TDNT I, pp. 296 ― 302。新約では，この言葉は人間の運命を決める重
大さを表す。名詞は「個人的な悪い行い」，「人間の不完全な本質」，「完全な悪の権化」という意味を持つ。 TDNT I, 



































2） C. R. Holladay,  A Critical Introduction to the New Testament , Nashville 2005, pp. 33 ― 36.
3） 手紙の構成を含む一般的な概要については R. E. Brown,  An Introduction to the New Testamant , New York 1997, pp. 



































題については我々の論文を参照されたい。J. Kucicki, The Stereotype Character of Rom 1, 18 ― 32 as an Example of 




































5） J. P. Heil,  Paul’s Letter to the Romans , New York 1987, pp. 40 ― 41.
6） ルターは次のように述べている。「もしそれが真実ならば，キリストへの信仰によって義とされることを願わな


































7） D. J. Moo,  The Epistles to the Romans , Grand Rapids/Cambridge 1996, pp. 311 ― 312.
8） この新しい地位を記述するために，正典の著者達は次の言葉を使った：new man; new creation; new Israel. これ
らの用語の機能は，神と共にある現在の人間の関係が過去とは根本的に変わったということを明確にすることであ
る。







































Τί οὖν ἐροῦμεν; ὁ νόμος ἁμαρτία; μὴ γένοιτο· ἀλλὰ τὴν ἁμαρτίαν οὐκ ἔγνων εἰ μὴ διὰ νόμου· τήν τε γὰρ 


















ἀφορμὴν δὲ λαβοῦσα ἡ ἁμαρτία διὰ τῆς ἐντολῆς κατειργάσατο ἐν ἐμοὶ πᾶσαν ἐπιθυμίαν· χωρὶς γὰρ νόμου 










論を引き起こした。これについては B. Byrne,  Romans , Sacra Pagina 6, Collegeville 1996, pp. 216 ― 218. の議論を参照
されたい。我々は二番目の解釈を受け入れている。
11） T. H. Schreiner,  Romans , Grand Rapids 1998, pp. 358 ― 359.
12） ここで例として，パウロは十戒から 10番目の戒め（欲望）を使っている。これはユダヤ人だけではなく，ヘレ



































14） L. Morris,  The Epistle to the Romans , Grand Rapids/Cambridge 1988, p. 280.
15） B. Byrne,  Romans , p. 219.
16） R. H. Mounce,  Romans , NAC vol. 27, Nashville 1995, pp. 164 ― 165; C. H. Dodd,  The Epistles of Paul to the Romans , 
London 1944, pp. 110 ― 111.
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第 10節

























に罪が律法自体の中ではなく人間の中に住むことを述べた（ἡ γὰρ ἁμαρτία ἀφορμὴν λαβοῦσα διὰ τῆς 
ἐντολῆς ―「罪は掟によって機会を得る」）。それは罪が律法を，人間を滅ぼすために使っているか
らである。次に彼は罪が ἐξηπάτησέν με ―「私を欺く」と続けたが，住んでいる人間に対して働き
かけるのは，（律法ではなく）罪である。人間を欺くのは律法ではなく人間の罪である。しかしな
がら，罪に身を委ねた人間に判決を下すのは律法であり，それゆえにパウロは律法によって罪が人
間を殺すと言うのである（καὶ δι᾽ αὐτῆς ἀπέκτεινεν ―「そしてそれ（掟）によって私を殺した」）18）。
17） 「わたしは死にました」という表現は，ロマ 6，16．23で使われたのと同様に，比喩的な意味である。E. W. 
Deibler,  A Semantic and Structural Analysis of Romans , Dallas 1998, p. 164.
18） Mooは次のように書いている。「ユダヤ人は罪の律法の下に自らを発見する。なぜなら律法をたたえている間は















Τὸ οὖν ἀγαθὸν ἐμοὶ ἐγένετο θάνατος; μὴ γένοιτο· ἀλλὰ ἡ ἁμαρτία, ἵνα φανῇ ἁμαρτία, διὰ τοῦ ἀγαθοῦ μοι 















いるのは罪である22）。彼はἡ ἁμαρτία, ἵνα φανῇ ἁμαρτία, διὰ τοῦ ἀγαθοῦ μοι κατεργαζομένη θάνατον ―「実
the Romans , p. 440.
19） L. Morris,  The Epistle to the Romans , p. 280.
20） パウロは律法に，通常神に限定される特質を与えたことに注意されたい。このことは律法が神に由来し，神自身
が聖なるものだということを表している。
21） E. W. Deibler,  A Semantic and Structural Analysis of Romans , p. 164.































律法を明確に区別している。律法については ὁ νόμος πνευματικός ἐστιν ―「律法が霊的なものである」
と述べ，人間については ἐγὼ δὲ σάρκινός ―「わたしは肉の人であり」と述べている。人に関しては，


































25） C. B. Barrett,  The Epistle to the Romans , London 1962, pp. 146 ― 147.
26） J. D. G. Dunn,  Romans 1 ― 8 , EBC 38 A,  Mexico City 1988, pp. 387 ― 389.
27） これはユダヤ教では自明の声明である。Barrettは次の箇所を引用している。「律法はその起源において霊的な
ものなのだから，その性質においても，人との接触方法においても霊的である。」C. B. Barrett,  The Epistle to the 
Romans , p. 146. 律法が「人との接触方法においても霊的である」という最後の言明は，第二神殿時代における後期
ユダヤ教の主流による，律法の字義的な解釈に関する，イエスと同様のパウロの批判を理解する鍵となる（ロマ 2，
29；2コロ 3，6）。
28） T. H. Schreiner,  Romans , p. 373.
29） L. Morris,  The Epistle to the Romans , p. 289.
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第 17節













Οἶδα γὰρ ὅτι οὐκ οἰκεῖ ἐν ἐμοί, τοῦτ᾽ ἔστιν ἐν τῇ σαρκί μου, ἀγαθόν· τὸ γὰρ θέλειν παράκειταί μοι, τὸ δὲ 













οὐ γὰρ ὃ θέλω ποιῶ ἀγαθόν, ἀλλὰ ὃ οὐ θέλω κακὸν τοῦτο πράσσω. (Rom 7, 19 BNT)
わたしは自分の望む善は行わず，望まない悪を行っている。
30） D. J. Moo,  The Epistles to the Romans , pp. 458 ― 458.
31） C. H. Dodd,  The Epistles of Paul to the Romans , p. 114.
32） 18節と 14節のメッセージには類似性がある。人間に内在する二分法を明らかにしている。
33） E. W. Deibler,  A Semantic and Structural Analysis of Romans , p. 169.
34） C. B. Barrett,  The Epistle to the Romans , p. 148.
































37） εἰ δὲ ὃ οὐ θέλω「ἐγὼ」τοῦτο ποιῶ（v. 20a）という表現は 16a節と全く同じである。20節の残りの部分（οὐκέτι ἐγὼ 
κατεργάζομαι αὐτὸ ἀλλὰ ἡ οἰκοῦσα ἐν ἐμοὶ ἁμαρτία）は 17節とほとんど同じである。
38） この議論の一番目の部分は罪と律法の関係に関するものである（ロマ 7，7 ― 12）。
39） C. B. Barrett,  The Epistle to the Romans , p. 148.
40） D. J. Moo,  The Epistles to the Romans , p. 460.
41） A. J. Hultgren,  Paul’s Letter to the Romans , Grand Rapids 2011, p. 290.
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βλέπω δὲ ἕτερον νόμον ἐν τοῖς μέλεσίν μου ἀντιστρατευόμενον τῷ νόμῳ τοῦ νοός μου καὶ αἰχμαλωτίζοντά 




人」と対立する人間の肉体に焦点を当てている。第一に，パウロは ἕτερον νόμον ―「もう一つの法
則」に言及している。これは人間（βλέπω）によって認識されるだけでなく，常に人間の τῷ νόμῳ 
τοῦ νοός ―「心の法」と戦いをしている権力と定義されている（ἕτερον νόμον ἐν τοῖς μέλεσίν μου 
ἀντιστρατευόμενον τῷ νόμῳ τοῦ νοός μου）46）。どちらの場合でも，パウロは「法則」という名詞を使っ
ているが，それはここでは律法自体（モーゼの戒律）ではなく「原理」として理解されるべきであ
る。なぜならば，その名詞はここでは μέλος ―構成物（人間の肉体の部分）と νοῦς ―「精神」に
とって異なる「行動の原理」のことを指しているからだ47）。そのことは人の中で二つの「原理」が
42） T. H. Schreiner,  Romans , pp. 375 ― 378.
43） E. W. Deibler,  A Semantic and Structural Analysis of Romans , p. 171.




指摘している。L. Morris,  The Epistle to the Romans , p 295 ― 296.








人が罪によって奴隷とされている（αἰχμαλωτίζοντά με ἐν τῷ νόμῳ τῆς ἁμαρτίας）。
第 24節



















χάρις δὲ τῷ θεῷ διὰ Ἰησοῦ Χριστοῦ τοῦ κυρίου ἡμῶν. Ἄρα οὖν αὐτὸς ἐγὼ τῷ μὲν νοῒ δουλεύω νόμῳ θεοῦ 
τῇ δὲ σαρκὶ νόμῳ ἁμαρτίας. (Rom 7, 25 BGT)
わたしたちの主イエス・キリストを通して神に感謝いたします。このように，わたし自身は心で
は神の律法に仕えていますが，肉では罪の法則に仕えているのです。
Hultgren,  Paul’s Letter to the Romans , pp. 290 ― 291.
48） C. B. Barrett,  The Epistle to the Romans , p. 150.
49） L. Morris,  The Epistle to the Romans , p. 296.
50） E. W. Deibler,  A Semantic and Structural Analysis of Romans , p. 171.
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　一見すると 25節の構成は何か間違っているようにも見える。なぜなら，賛美の言葉（χάρις δὲ 
τῷ θεῷ διὰ Ἰησοῦ Χριστοῦ τοῦ κυρίου ἡμῶν）は人間の実存的状況に関する言明（Ἄρα οὖν αὐτὸς ἐγὼ 
τῷ μὲν νοῒ δουλεύω νόμῳ θεοῦ τῇ δὲ σαρκὶ νόμῳ ἁμαρτίας）の後に来るべきなのに，驚くことにそうで
はないからである。しかしこれは到底誤りとは思えず，むしろある種の謎かけのように見える51）。
この賛美の言葉は，通常手紙の冒頭か最後に現れる何気ない賛美の言葉なのだろうか（手紙の本
文に入るのは一般的ではないが）。修辞的な質問である 24節の二番目の部分（τίς με ῥύσεται ἐκ τοῦ 









νόμῳ τοῦ νοός ―「心の法」が神の法則に従おうと努力をする（ἐγὼ τῷ μὲν νοῒ δουλεύω νόμῳ θεοῦ）












51） B. Byrne,  Romans , p. 233.
52） C. B. Barrett,  The Epistle to the Romans , p. 151.
53） J. P. Heil,  Paul’s Letter to the Romans , pp. 79 ― 80.
54） D. J. Moo,  The Epistles to the Romans , pp. 466 ― 467.











































57） Barth はここで「他のエゴ」を「私のエゴ」の対義語として述べている。K. Barth,  The Epistle to the Romans , 
New York 1968, p. 262.
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には属さず，後に人間の本質の一部となったものであると言うことができる。二つ目の重要な文は
ロマ 7，21である。「それで，善をなそうと思う自分には，いつも悪が付きまとっているという法
則に気づきます」。21節でパウロによって語られた悲劇は，罪（人間の他の部分）が人間を構成し
ている部分を打ち負かすという恐ろしい現実に関わる。より一層恐ろしいのは，罪が人間の本質と
呼ばれるものの不可欠な部分となっているという結論である。そしてこの状態は人間の最期の時ま
で変えることができないのである（ロマ 7，24―25）。罪が人間の本質の一部分であるということは，
悪い行いをしない人間はいないことを意味するが，人間が正しいことをできないということを意味
するわけではない。現在の状態では，人間は両方を行うが，義の問題あるいは救済の問題を単純に
数学的レベルに置くことにはならない。つまり人生の中でどちらの行いがより多いかというような
ことではない。パウロは，理論的には一つの罪でさえ人間を義と救済から遠ざけることになるとい
う意見を持っている（ロマ 3，23）。人間を神から切り離すこと，これこそが罪の主たる目的である。
神の内には罪がないが人間の内には罪があり，このために人間は神と共に居られないのである。パ
ウロの教えによれば，この絶望的な現状（status quo）は救い主イエスの出現まで力を持っていた
（ロマ 3，24）。パウロの議論から，我々は，罪がそれ自身で存在するために律法を必要としていな
いこと（ロマ 5，13a），神から人間を離脱させるために律法を必要としていることを学ぶ（ロマ 5，
13b）。悪い行い（罪）を名指しし，罰を与えるのが律法であるが，そのことは立法がなければ罪は
人間を神から引き離すことができないということを意味しているわけではない。罪は人間を神から
引き離すだろうが，律法がなければ人間は罪への従属を知る（意識する）ことがないだろう。最も
罪が望むことは，人間の努力や罪の原理を明らかにする悪行の単純な法典化では変えることができ
ない絶望的な現状（status quo）を人間に確信させることである。たとえ人間が，自分たちは罪を犯
さない，あるいは何が善く何が悪いかに関して律法が間違っているというふりをすることで，律法
の正当性を否定したとしても，依然として現実（罪深いこと）は行動の結果として現れてくるのだ。
この現状は，パウロの人間の絶望的な状況に関する二番目の言明の主題であるが，修辞的疑問文の
形で提示されている（ロマ 7，24）。後に続く文脈（25節）がなければ，これらの言葉「わたしは
なんと惨めな人間なのでしょう。死に定められたこの体から，だれがわたしを救ってくれるでしょ
うか」は，この好ましくない状況をどうやっても変えることができない希望と信仰の欠如を明らか
にしているかのように見えるだろう。しかしこれはパウロがこの議論の中に 24節を置いた目的で
はない。この修辞的疑問文は現状を変える唯一の方法を遠回しに指し示す表現の導入部分の役割を
果たしている。25a節「わたしたちの主イエス・キリストを通して神に感謝いたします」において，
パウロは遠回しに人間の運命を変えることができるのは神のみであるということを述べている。し
かし彼は神への感謝を述べることでより多くを語っている。感謝は通常すでに行われ，そして今も
続いていることに対して表明される。この感謝の辞においてイエスの名をあげることは，神が（あ
る程度そして厳密な終末論的文脈の中で）人間の運命を変えた，その神のやり方（modus operandi）
を暗示している。パウロによってロマ 3，23―26；5，6―8で明らかにされたように，神の業を主に
行うのは救い主イエスである。
